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１． 研修実施機関概要

研修実施機関名： 一般財団法人 日本語教育振興協会

1989年創立

【設置目的】

・我が国における日本語教育機関の質的向上を図るため，必要な

事業を実施し，もって主として外国人に対する日本語教育を振

興し，国際間の相互理解の促進に寄与することを目的としています。

【主な事業】

・日本語教育機関の水準向上のための取組

・日本語教育機関及び日本語教育に関する情報提供

・日本語教育機関の支援事業 等

【組織】

・理事長 佐藤次郎 ― 専務理事 ― 事務局 ―

・URL https://www.nisshinkyo.org/

写真など

事業部
評価部



２． 事業概要（目的・実施体制）

【初任者】研修の目的

１． 21世紀型日本語教師としてのレベルアップ
２． オンライン授業、ハイブリッド授業ができる日本語教師
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２． 事業概要（目的・実施体制）

【育成】研修の目的

１． オンライン教育の推進を担える後継者を育成する
２． 初任者研修講師としての資質・能力を育成する
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２． 事業概要（目的・実施体制）

実施体制
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委員長 保坂敏子日本大学教授
他 大学1名、日本語学校12名

委員長 加藤早苗
インターカルト日本語学校校長

他3名



３． 研修の目的・ねらい・特徴
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「日本語教育人材の養成・研修の在り方について（報告）」に示された「日本語教師【初任】

（留学生）研修における教育内容」を軸に「実践的能力」として次の３つの資質・能力の養成に

裨益することを目的としている。

①自律的・持続的な成長力（自律性、持続性、教師オートノミー、経験学習）

②対話力（教師間協働、学習者への対応、問題解決力、対人スキル）

③専門性（専門的知識、実践力、実践の帰納的・演繹的な分析力）

特徴は「オンライン映像講義」と「オンライン集合研修」と「オンライン自己研修（自律的学習）」の三位
一体の編成により、日々業務に追われている受講生も、オンライン集合研修以外は、空いている時間を
利用して研修に取り組める仕組みとなっている。この３種類の研修を体験することにより参加者のデジ
タルリテラシーの向上を狙っている。

オンライン映像講義は全国の受講生の参加を可能にするだけでなく、各地で研修を展開する際の実施
側の負担を軽くするねらいもある。オンライン集合研修により、ブロックという境界を越えた研修が可能
になる。また、レポートの相互評価や自己研修などは、教師の自律的・持続的な成長力を高めるととも
に、持続可能な研修システムとして機能し続けるのに寄与している。

本事業のもう一つの柱である「育成研修」は、インセンティブとして研修デザインなどの著名講師によ
る専門知識の講義を行う他、OJT研修運営をサポートする役割を課し、講師としての資質・能力を育成
するものとしている。



本研修は、下記の図のように「専門性」「対話力」「自律性」の三位一体のプログラムにより、
総合的に「実践的能力の育成」を目指したものとなっている。

その内容は平成31年度報告に準拠しており、知識・技能・態度で求められる資質・能力の向
上に裨益するものである。
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3.1．求められる資質・能力と研修における教育内容の関係
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3.2．研修概要（実施スケジュール・教育内容・教育方法）

（１）映像講義（初任者）

視聴とクイズ回答

方法 ●必須 ▲任意 授業項目 サブタイトル 時間 担当講師

1 オンライン ● 日本語教育・日本語教育機関の変遷 言語教育界のパラダイム・シフトをめぐって 0:45 西原鈴子

2 オンライン ▲ 日本の留学生政策と現状 留学生政策と日本語教育の位置付け、留学生の現状 0:37 佐藤由利子

オンライン 日本語教育機関の変遷と現状 1:03 佐藤次郎

オンライン 日本の留学生受け入れ施策―留学生の入国と在留の手続 0:52 高山泰

モティベーションと教育制度Ⅰ（学生の背景と授業、東アジア）0:43

モティベーションと教育制度Ⅱ（東南アジア、南アジア、欧米）0:52

日本語のテストの目的 0:32

テストの役割と機能 0:54

キャリア教育とは 0:47

留学生への進路支援 0:46

留学生の葛藤、異文化受容・適応への理解 0:33

留学生の予防的支援と危機介入 0:32

教材・教具のリソースの種類と特徴 0:40

教材・教具としてのリソースの活用 0:45

著作権の内容 0:50

著作物の利用 0:55

統計の基本 0:45

テスト・評価・成績管理の統計処理 0:41

担当レベルをよく知ろう 0:47

授業に魅力を加えよう 0:53

初級から中級で養う「話す力」 0:39

上級で養う「話す力」「議論する力」 0:43

論理的な文章作成のプランニング 0:47

論理的な文章作成と推敲 0:46

14 オンライン ● 教案作成 教案を書こう 0:54 倉本文子

学習者にあった教材を作る 0:45

授業にICTを取り入れてみよう 0:44

教材を評価し改良する 0:39

オンライン授業の基礎と注意点 0:40

オンライン授業の具体的なデザイン 0:59

学習者のパフォーマンスを評価する 0:42

自分の授業を評価する 0:40

9 オンライン ● 著作権

17 オンライン ● 評価法

15 オンライン ● 教材作成

オンライン ● オンライン授業法16

3 ● 日本語教育機関の歴史と現状

オンライン ● 日本語留学生の背景

奥田純子

亀田美保

山本弘子

オンライン ▲

4

5 オンライン ▲ 日本語の試験

6 進路選択関連情報

伊東祐郎

工藤尚美

7 オンライン ●
留学生の異文化受容・適応とその支

援

オンライン ●
留学生のための教材・教具のリソー

ス
8

統計処理（テスト・評価・成績管

理）

12

13 オンライン ● 作文・論文の指導法

目的別指導法

オンライン ● 話す・議論の指導法

10 オンライン

11 オンライン ●

▲

栁田直美

高橋薫

藤本かおる

藤本かおる

高橋薫

加賀美常美代

保坂敏子

我妻潤子

島田めぐみ

倉本文子
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3.2．研修概要（実施スケジュール・教育内容・教育方法）

（2）集合研修（初任者）

　　　　　　　主な内容 講師

6月25日（土） オリエンテーション① 研修概要説明、実施体制、スケジュール 保坂敏子委員長他

14:00～17:00 （オンライン） 【講演】日本語教育参照枠について 文化庁職員

LMSの利用方法、オフィスアワー等の説明 ICTサポート

委員、育成メンバー紹介、グループでの自己紹介 育成（メンター）

7月9日（土） オリエンテーション② 【ICT講習】 ICTサポート

14:00～17:30 （オンライン） 　zoom、gacco、slack等

【ティーチングポートフォリオ】 栗田佳代子

　TPチャート作成を通して目標を設定 （東京大学総合教育研究センター 副センター長）

9月10日(土) ワークショップ① 「初任者教員に求められる資質能力」 保坂敏子委員長他

14:00～17:00 （オンライン） 　H31研修の在り方についてを参照して現在の自分を自己評し、

　自己成長のためのアクションプランを立てる

11月12日（土） ワークショップ② 「オンライン授業のデザイン」 保坂敏子委員長他

14:00～17:00 （オンライン） 　反転授業、ARCSモデルについて確認し、Can-do設定をして

　反転授業を取り入れた教案を作成する



11

3.2．研修概要（実施スケジュール・教育内容・教育方法）

（３）自己研修（初任者）

　　　　　　　主な内容 講師

12月1日（木）～ 映像講義 演習（自己点検） 金田智子（学習院大学文学部教授）

（オンライン） ①教育実践についての内省（0:44)

②授業分析－前向きな振り返りのために－（0:49）

12月5日（月）～ 自己点検実習 ①自分の授業を録画、文字化する －

12月25日（日） （職場、オンライン） ②分析の目的に合った手法を映像講義の分析観点から選ぶ

③選択した手法に沿って自分の授業を分析する

④分析結果をレポートにまとめる

12月26日（月）～ 相互評価 他の受講者のレポートをルーブリックに従って採点 －

1月15日（日） （オンライン）
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3.2．研修概要（実施スケジュール・教育内容・教育方法）

（１）専門分野講義（育成）

方法 日程 科目 講師

オンライン 6月18日(土) 10:30～12:00 研修デザイン 鈴木克明(熊本大学教授システム学研究センター教授) 

オンライン 6月18日(土) 13:00～14:30 オンライン授業のデザイン 藤本かおる(武蔵野大学准教授) 

オンライン 7月 2日(土)  10:30～12:00 キャリア形成 松尾睦(北海道大学大学院経済学研究院教授) 

オンライン 7月 2日(土)  13:00～14:30 著作権 我妻潤子(知財アナリスト、東京藝術大学非常勤講師) 

オンライン 8月20日（土） 10:30～12:00 教師教育 佐藤学(東京大学名誉教授) 

オンライン 8月20日（土） 13:00～14:30 言語学習アドバイジングﾞ 脇坂真彩子(九州大学留学生センター准教授)　 

オンライン 8月20日（土） 15:00～16:30 オンライン授業のデザインを支える理論 保坂敏子(日本大学大学院総合社会情報研究科教授) 
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3.3-①. 研修体制（研修全体）

委員長 保坂敏子日本大学教授
他 大学1名、日本語学校12名

委員長 加藤早苗
インターカルト日本語学校校長

他3名
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3.3-②.研修体制（ICTチームと研修の関係性）
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3.3-③.研修体制（研修実施体制）
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＜募集期間＞

令和4年4月28日 ～ 令和4年5月27日

3.４.① 募集・選考・受講者・修了者の情報

＜募集媒体・方法＞

日振協ウェブサイト、会員校ML、関連学会、日振協研究大会参加者etc.

チラシ・研修案内を作成し、配布



【修了要件】

◼ 専門分野オンライン講義（同期）を履修、
課題を提出

◼ 集合研修運営準備会議への参加と参加日
誌の提出

◼ 集合研修への参加（OJT）、参加日誌提
出とレポート採点

◼ 各セクションで100点中70%（70点）以
上を取得すること
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【修了要件】

◼ 全ての講義を履修（全てオンライン）

 （①映像講義、②集合研修、③自己研修）

◼ それぞれの課題を提出（あるいは実施）

◼ 各セクションで100点中70%（70点）

  以上を取得すること

3.４.② 募集・選考・受講者・修了者の情報

修了率 94.5％ 修了率 100％

初任者研修 育成研修
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3.４.③ 募集・選考・受講者・修了者の情報

＼北から南まで／

全国の仲間と共に学べる！
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3.４. ④募集・選考・受講者・修了者の情報

＼人生のベテランから新人まで／

多様な考え方が吸収できる！
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3.５. 研修の様子（LMS）

gacco映像教材（講義） gacco映像教材（クイズ）

gacco相互評価

※下記は「平成３０年度文化庁日本語教育人材養成研修カリキュラム等開発事業」で作成した日振協オリジナル教材です。

Display Question
（提示質問：既に答えが決まっている質問）

Referential Question
（指示質問：質問者が答えを知らない質問）
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3.５. 研修の様子

栗田佳代子先生（東京大学教授）による講義、

ティーチングポートフォリオチャート作成

・研修概要

・運営委員紹介

・ICT講座（zoom,slack,gacco)

・協働グループ顔合わせ等

オリエンテーション１ オリエンテーション2
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3.５. 研修の様子

ワークショップ１ ワークショップ2

コミュニケーションイベント
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3.６．研修前後のフォローアップ体制（学びを深めるサポート等）

オフィスアワー（週２～３回20:00-22:00)
• ICTスキルの向上及びサポートを希望者に実施

LMSの管理、運営サポート
• 技術サポートの専門家チームが管理し、対応

【研修フォロー】
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3.６．受講者間のネットワーキングの工夫

受講者、委員、メンター、事務局の相互連絡

・運営と参加者で部屋を設定し、その中でトピック別に

チャンネルを設定し、自由に質問や話ができるようにした

・DMで個別連絡にも活用

・有料化に伴い、Discordに移行

【研修コミュニケーションツール】
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ワークショップ①に先立ち
「文型導入、漢字」について
参加希望者で協働作業

3.６．研修前後のフォローアップ体制（学びを深めるサポート等）

ワークショップ②に先立ち
「ARCS、作文・会話授業」に
ついて参加希望者で協働作業

コミュニケーションイベント① コミュニケーションイベント②
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【初任者】

3.７．評価（単位と修了認定）

理論編   11   44   クイズ：  11コマ×4点

実践編 14   56   クイズ：  14コマ×4点

オリエンテーション① 3 　   5 参加  

オリエンテーション ②

 
4 　   5 参加  

6   20   参加  

課題レポート800字以内  

メンター評価

6   20   参加  

自己点検事前講座

映像講義  
10 20 クイズ：2コマ×10点  

自己点検実習   10   40  
課題レポート800字以内  提

出点
相互評価3人の中央値＝得点

  

（評価するのは4人）  

合計 　   90   90   　   300   　   　  

研修形態   研修内容  

評価点（満点）と単位  

　2022年度  

単位   点  

オンライン映像講義 

 
100  

8   25  

25  

25   　  

教案作成

14  

14  

30 100

相互評価（レポート） 

 
10   40  

オンライン集合研修 

 

自己研修

35   100  
ワークショップ①

ワークショップ②
8  
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【育成】

3.７．評価（単位と修了認定）

-

-

研修デザイン 4 出席及び課題提出

オンライン授業デザイン 4 出席及び課題提出

キャリア形成 4 出席及び課題提出

著作権 4 出席及び課題提出

教師教育 4 出席及び課題提出

学習アドバイジング 4 出席及び課題提出

オンライン授業のデザインを支える理論 4 出席及び課題提出

3 3 参加日誌
終了後1週間以内

Google Docs

オリエンテーション① 参加日誌
終了後1週間以内

Google Docs

オリエンテーション② 参加日誌
終了後1週間以内

Google Docs

ワークショップ① 3
参加日誌・

レポート採点

参加日誌：終了後１週間以内

Google Docs

レポート採点：受講者提出締切

後２週間以内 gacco

ワークショップ② 3 参加日誌
参加日誌：終了後１週間以内

Google Docs

40

・重要だと思ったこと、

・疑問に思ったこと、その他

各100～140文字程度で記入

講義後1週間以内

Google Forms

2022年研修内容 単位 履修状況確認

オリエンテーション①

オリエンテーション②

初任研修のオンライン集合研修運営準備会議

3

専門分野講義

初任者

集合研修

28

9



3.７．評価
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数回にわたるアンケート実施 初任者修了証 育成修了証



４． 事業評価概要

【事業評価委員会による評価】

【取組み目標】

開発したプログラムの有効性を確認するとともに、本事業の評価を実施すること

【実施体制】

事業全体の評価は、外部の有識者を中心とする評価委員会をもって実施

【評価委員】

４名

【開催回数】

総時間４時間（2時間×2回）

【検証方法】

研修事業実施報告書とその関連資料、評価委員による研修実施状況の観察

及び研修受講者アンケートを参考に事業評価を行う

29



４． 事業評価概要（評価の観点及び検証方法）

【 評価の観点及び検証方法】

①求められる知識が得られたか

・研修時の成果確認等

・受講生アンケート、および、その集計分析の確認

②初任教員研修及び育成研修において受講者としての課題が意識できたか

・受講者の自己点検・評価（研修開始時、研修終了時に実施）

・結果のアンケート形式による報告、メンターによる確認の検討

③実践力向上が図られたか

・集合研修・ワークショップ等の指導者評価の確認・検討

・受講者の自己評価の確認・検討

30



４． 事業評価概要（検証結果）
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受講者数

(所属校数)

3名 2名（1校） - 2

（2校） 1名（1校） 1名（1校） 1

北関東甲信 1名  （1校） 1名（1校） 1名（1校） 1

25名 16名（12校） 5名（5校） 14

（18校） 9名（6校） 8名（6校） 9

7名 6名（4校） 4名（3校） 6

（5校） 1名（1校） 1名（1校） 1

近畿 7名  （7校） 7名（7校） 2名（2校） 6

4名 4名（3校） 1名（1校） 4

（3校） - - -

11名 9名（5校） 8名（4校） 7

（6校） 2名（1校） 2名（1校） 1

58名 33名(25校)

(42校) [昨年度23名12校]
52

中国四国
中国

四国

九州沖縄
九州

沖縄

合計

北海道東北
北海道

北陸

近畿

東北

北関東

南関東
東京都

東京都以外

東海北陸
東海

受講者数

(所属校数)
地区(細分)

維持会員校以外

からの参加(内数）

修了者

数 (人)

全国７ブロックからの受講 会員以外の学校からの受講の増加



４． 事業評価概要（検証結果）
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受講者数 

(所属校数)

 

- - - -

- - - -

北関東甲信 1 1 1

5 4 大学１ 5

1 1 大学１ 1

- - - -

- - - -

近畿  1 1 企業１ 1

- - - -

- - - -

1 1 - 1

1 1 - 1

合計  10名 10

左記日本語

学校以外の

所属

9

近畿 

中国四国 
中国 

四国 

九州沖縄 
九州 

沖縄 

北関東

南関東
東京都 

東京都以外 

東海北陸 
東海 

北陸 

地区(細分) 

維持会員校

以外からの

参加（内

数） 

修了者数

(人)

北海道東北

 

北海道 

東北 

全国4ブロック
からの受講

育成研修受講から実施委員へという
人材発掘の流れができている

大学など受講対象者の広がり

【育成】（応募者の中から10人を選抜）
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5． アンケート結果から見る成果と課題

【初任者】

◆成果

・映像講義やワークショップを通して、こういう風にすればいいんだと道しるべができた。

・授業を組み立てる際に、何が大切でどんな手順で考えればいいのかを具体的に学ことができ、

以前より教案を考えることへの不安が減った。

・自己流になっている部分を改善することはとても大変だと感じたが、これを続けて磨いていきたい。

◆課題

・日々の授業準備に追われ、なかなか時間が取れないのが悩み。

・内容が豊富で「消化」するのが大変だった。

研修全体の満足度

得るものがなかった 大変得るものがあった
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5． アンケート結果から見る成果と課題

【育成】

◆成果

・メンターズメンターの先生に相談しながら進められたのはありがたかった。

・自分に不足している能力を自覚でき、経験する機会があってよかった。

・様々な学校の先生と交流ができ、全国にお仲間ができた。

◆課題

・対面と違ってオンラインでのファシリテートは難しかった。

・交流が十分でない中でのファシリテートは難しかった。

この研修を受けて良かったと思うか



日本語教育人材の不足に対する効果

・オンライン授業やハイブリッド授業が教育の新常態となりつつある現在、教師のデ
ジタルコンピテンシーの育成は重要な課題であるが、本研修はこの側面で全国の初任
者教師のレベルの底上げに寄与している。

・他の地域、別の機関で働く同じような立場の者同士がつながることにより、離職す
る人材の減少や継続的に日本語教育に取り組む人材の増加に資している。

・育成研修についても各地から教師経験豊富な受講生が集まった。今年度は大学から
の参加もあり、それぞれが所属する教育機関や地域での育成研修に積極的に関わって
いけると回答している。

・フルオンラインという実施形態は、ツールの移り変わりへの対応や研修内容の更な
るブラッシュアップは必要であるが、教師研修の機会の均等化につながることを過去3
年の研修実施で実証されている。
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